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９
月
30
日
、
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
で

消
費
拡
大
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、
特
産
き

の
こ
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
市
場
内
を

一
般
開
放
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
「
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
＆
即
売
」、「
野
菜
詰
め

放
題
」、「
タ
ー
レ
試
乗
会
」
な
ど
人
気
の

催
し
の
ほ
か
、「
い
く
ら
丼
（
ミ
ニ
）
の

無
料
試
食
」
や
「
青
果
模
擬
せ
り
」、「
親

子
市
場
探
検
隊
」
な
ど
家
族
で
楽
し
め
る

催
し
も
あ
り
、
多
く
の
方
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

消
費
拡
大
フ
ェ
ア
PR
出
店

2012

　

９
月
15
日
～
17
日
の
３
日

間
、
北
の
恵
み
食
べ
マ
ル
シ
ェ

２
０
１
２
が
旭
川
市
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

愛
別
・
上
川
両
地
区
か
ら
も
出

店
し
、
当
初
は
開
催
期
間
中
の
全

日
程
が
雨
予
報
と
な
っ
て
お
り
、

不
安
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
天
候
が
大
き
く
崩

れ
る
事
も
無
く
、
昼
頃
に
完
売
す

る
テ
ナ
ン
ト
も
あ
る
な
ど
、
両
町

の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
で
延
べ
84
万
７
千
人
の

お
客
様
が
会
場
を
訪
れ
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
う
だ
、
秋
は
旭
川
へ
行
こ
う
。

北
の
恵
み
食
べ
マ
ル
シ
ェ
PR
出
店

JA上川中央

2012.10 2



　ＨＴＢで毎週土曜日午前９：50から放映されている「イチオシ！プラス」の地産地消を
応援する“食のチカラ”というコーナーで、愛別のきのこ大特集として取り上げられました。
10月９・10日の２日間にわたり収録が行われ、なめこ・
舞茸をはじめ、希少なゆきのしたなどの生産風景や簡単
で美味しいきのこ料理などを紹介しました。
　撮影当日は生産者をはじめ、きのこ青年部の皆さん、あ
いちゃんマンも駆け付け、旬の味覚の愛別きのこをＰＲ
しました。
　また、10月14日にはＴＶＨで毎週土曜日12：30から放
映されている「遊びなＤＪサタデー」の収録も行われ、こち
らでも原木しいたけなど愛別のきのこをＰＲしました。

特
産
き
の
こ
PR
販
売

と
う
ま
新
米
・

　
新
そ
ば
ま
つ
り

　

10
月
７
日
、
当
麻
駅
前
特
設
会
場
で
第

７
回
と
う
ま
新
米
・
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
か
ら
そ
ば
打
ち
愛
好
グ
ル
ー
プ

の
出
店
と
近
隣
町
村
か
ら
も
特
産
品
が
揃

い
、
当
Ｊ
Ａ
は
特
産
き
の
こ
を
Ｐ
Ｒ
販
売

し
ま
し
た
。

　

各
店
舗
で
行
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り

で
、
会
場
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様

は
、
近
隣
町
村
で
採
れ
る
秋
の
味
覚
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

ＨＴＢ「イチオシ！プラス」テレビ取材

第７回
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舞
茸
研
修
会
開
催

　

９
月
25
日
、
愛
別
舞
茸
の
種
菌
メ
ー

カ
ー
森
産
業
㈱
（
本
社
・
群
馬
県
桐
生
市
）

の
研
究
開
発
部
を
講
師
に
迎
え
舞
茸
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
を
は
じ
め
生
産
施
設
の
職
員
も

参
加
し
、
基
本
管
理
か
ら
管
理
の
難
し
く

な
る
冬
期
間
に
む
け
た
対
策
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。
翌
26
日
に
は
各
生
産

者
の
栽
培
施
設
を
巡
回
、
現
状
確
認
や
改

善
点
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栽
培
技
術
も
常
に
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
し
、
消

費
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
舞
茸
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

10
月
13
日
、
北
海
道
畜

産
公
社
（
帯
広
市
）
で
北

海
道
枝
肉
共
励
会
が
開
催

さ
れ
、
愛
別
地
区
か
ら
久

米
啓
一
さ
ん
・
㈲
入
谷
牧

場
、
上
川
地
区
か
ら
㈲
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
が
出
品

し
ま
し
た
。

　

昨
年
と
比
べ
全
体
的
に

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
中
、
交
雑

牛
の
部
で
久
米
啓
一
さ
ん

の
雌
牛
が
見
事『
優
良
賞
』

に
輝
き
、
非
常
に
喜
ば
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
と
Ｊ
Ａ

が
一
丸
と
な
り
、
高
い
目

標
を
掲
げ
品
質

向
上
し
て
い
き

ま
す
。 祝

優
良
賞
!!

　
北
海
道
枝
肉
共
励
会
「
交
雑
牛
の
部
」

久米　啓一さん（金富地区）

11月は、労働保険適用促進強化期間です！
　労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的に、
国が直接管理運営している保険です。農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用する事業については、
法人・個人を問わず加入が義務づけられております。
　厚生労働省では、「未手続事業の一掃」を年間を通じた主要課題と位置付けたうえで、11月を「労働保険
適用促進強化期間」とし、集中的に広報活動を展開し、労働保険制度のより一掃の理解、周知を図ることと
しております。
　労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ労働保険に加入していない事業主の方は、速やかに最寄り
の労働基準監督署または公共職業安定所（ハローワーク）でご相談をしてください。

問い合わせ先：厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課（011-709-21-2311）
または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所
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旭農・旭商インターシップ受入
　10月 10日（～３日間）に旭川農業高等学校から１名と10月 17日（～３日間）に旭川商業高等
学校から４名のインターシップを受入ました。
　地域に住んでいる高校生がインターシップを通して、地域の産業の仕組みや役割について理解を
深め、正しい勤労観・職業観を養うため行われました。
　インターシップでの経験が皆さんの将来に役立てられる事を期待しています。

長谷川由佳さん（旭商）

児島　遥香さん（旭商）

津村　泉実さん（旭商）

三浦　楓音さん（旭商）

森定　充宣さん（旭農）

JA上川中央

2012.105

今月の顔
さん中

なか

田
た

 雅
まさひろ

浩
（ 伏古地区）

○農業をしようと思ったきっかけ
　きのこ生産に携わり、発展と振興を願い、沢山の人に美味しいきのこを
食べてもらう為

○農業をしてみて思ったこと
　自分で考えて行動し、ムダの出ないよう時間を費やす事と出来るだけ新
鮮で安全な食を届ける事にやりがいを感じています。

○本人から一言
　未熟者ではございますが、何かの役に立てればと思っていますので、行事・
作業等でお会いする時には、よろしくお願いいたします。

○現住所 愛別町字南町

○生年月日 S57年８月３日

○出身地 愛別町字伏古

○趣味 落語鑑賞・ゴルフ・競馬

○家族構成 妻・息子



農作業 景風農作業 景風
デントコーン収穫作業

（有）グリーンサポート（菊水地区）

ミニ白菜生育状況

小豆収穫作業

西村　和美さん（愛別地区）

（農）伏古生産組合（伏古地区）

こんな出来事がありました

火災予防運動／愛別町幼児センター来所 JA女性部DVD作成（愛別支部）
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第８回　JA上川中央ゴルフコンペ
　

10
月
３
日
、
第
８
回
Ｊ
Ａ

上
川
中
央
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

旭
川
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
愛
別
）
で
68
名
の
方
の

参
加
を
頂
き
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
に
も
恵

ま
れ
、
愛
別
で
の
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
賞
品
に
は
、
Ｊ
Ａ

上
川
中
央
の
特
産
品
が
送
ら

れ
ま
し
た
。　

　

来
年
も
開
催
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

愛
別
地
区
年
金
友
の
会
（
会

長　

須
賀　

茂
昌
）
主
催
の
第

25
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
10

月
４
日
に
36
名
（
内
、
上
川
会

員
４
名
）
の
参
加
に
よ
り
愛
別

き
の
こ
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
中
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
、好
プ
レ
ー
、

珍
プ
レ
ー
の
続
出
で
、
参
加
者

も
楽
し
く
健
康
的
な
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
金
を
新
規
受
給

さ
れ
る
方
、一緒
に
年
金
友
の
会
の

行
事
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

尚
、
今
大
会
の
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
男
性
の
部

優　

勝　

鈴
木　

義
一

準
優
勝　

尾
崎　

文
雄

三　

位　

高
見　

忠
志

四　

位　

清
水　

史
郎

五　

位　

後
藤　

信
之

■
女
性
の
部

優　

勝　

木
全
美
栄
子

準
優
勝　

西
尾　

勝
子

三　

位　

宮
川　

照
子

四　

位　

若
林　

秋
子

五　

位　

阿
部　

靖
子

第25回愛別地区年金友の会パークゴルフ大会ナイス
ショット !!

JA上川中央
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すろーライフ 　10月に入って嬉しいニュースが届けられた。
　2012年ノーベル生理学・医学賞は再生治療に道を開く業績として、
京都大学教授の山中伸弥ｉｐｓ細胞研究所長ら２名に贈られること

となった。日本国民にとっては、久し振ぶりに味わう喜ばしい出来事である。
　難病を抱える患者からは、喝采の声が上がった。また受賞決定後の記者会見でその人となりが紹介され
て来ると、親しみすら感じるようになって来た。学生時代にラクビー部に属し、生傷と度々の骨折を味わっ
た。その時の経験が、彼を整形外科医の道へと進ませた。
　しかし、実社会では挫折が待っていた。手術の技量が他の医師と比較して、余りにも稚拙だった。彼は
そこでアメリカへ渡り、研究者の道へと、人生の針路の舵を切り直した。
　その後、彼の２０年の苦悩と弛まぬ努力が、ひとつの真実を突き止めた。「明確なビジョンとハードワー
ク」彼の座右の銘である。
　スポーツマンの彼は野球の世界やマラソンの世界を引合いに、研究者の世界を紹介してくれた。「１割
バッターでも大成功。９回失敗しないと１回の成功はやって来ない」何万何千回の挑戦があったのだろう。
長い研究生活を送った彼の言葉であるため、ずっしりと重い。更に特筆すべきは、周りの人々への感謝の
気持ちの言葉にある。
　家庭を職場を、そして同僚・後輩を優しく思い遣る姿が浮かぶ様であった。どこをどうやっても接点の
ない、異分野での快挙ではある。しかし一部だけでも参考にしたい、そう思わせる、魅力溢れた若き研究
者である。
　ｉｐｓ細胞研究分野への寄付を訴えて、京都フルマラソンに挑戦したことも紹介され
た。愚痴ることは、何の結果ももたらさないことを悟り、果敢に挑戦し続けた研究者は、
彼を慕う大勢の力の応援を享けて、オアシスに辿り着いた。農業分野では法人化が加
速する。リーダーがビジョンを掲げることは当然であるが、わが身を呈してどのよう
に立振る舞うかが、組織として問われるのであろう。
　それは小さな単位の集団でも、等しく通じる摂理であろう。私たちは誰でも、誰彼
の有形無形の愛情を享けて、日々の仕事に臨んでいる。ひとは時折、あたかも一人で、
事を達成したかのように錯覚するが。　　　　　　　　　　※このコラムは連載です。
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第
８
回
理
事
会

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

組合員のうごき

先月の答え
２…髪の向きが違う
３…建物の窓際に人がいない
８…バトンを持っている
９…ゴールラインが消えている
11…パンにかじった跡がある

（平成24年 9月 20日現在）	

正組合員戸数	 404戸
組合員数	 2,656名
うち正組合員数	 588名
うち正団体数	 36団体
うち准組合員数	 1,960名
うち准団体数	 72団体

平
成
24
年
９
月
20
日

■ 

報
告
事
項

１
．
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

２
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

３
．
第
９
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

４
．
第
２
回
営
農
経
済
専
門
委
員
会
の
報
告
に
つ

い
て

５
．
行
政
に
対
す
る
要
望
意
見
書
に
つ
い
て

６
．
平
成
24
年
産
米
出
荷
・
検
査
・
受
入
基
本
方

針
に
つ
い
て

７
．
平
成
24
年
産
米
概
算
払
い
単
価
の
決
定
に
つ

い
て

８
．
平
成
23
年
産
米
追
加
概
算
払
い
に
つ
い
て

９
．
内
部
審
査
協
議
会
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

10
．
貸
出
業
務
事
務
手
続
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

11
．
色
彩
選
別
施
設
運
営
協
議
会
の
報
告
に
つ
い
て

■ 

議
　
　
事

１
．
組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に

つ
い
て

２
．
組
合
員
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

３
．
第
２
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

４
．
全
国
監
査
機
構
監
査
に
係
る
監
査
回
答
に
つ

い
て

５
．
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

６
．
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
議
案
に
係
る
組
織
討
議
に

つ
い
て

２
日　

定
例
企
画
会
議

３
日　

第
８
回
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
旭
川
地
区
戦
略
会
議

（
旭
川
）

４
日　

年
金
友
の
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
愛
別
）

　
　
　

上
川
地
区
専
務
協
議
会
視
察
研
修

（
～
５
日　

札
幌
）

７
日　

と
う
ま
新
米
・
新
そ
ば
ま
つ
り

９
日　

経
営
指
導
班
会
議
（
愛
別
）

10
日　

第
６
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
分
科
会

　
　
　

協
同
住
宅
ロ
ー
ン
融
資
審
査
研
修
会

（
旭
川
）

旭
農
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
（
～
13
日
）

イ
チ
オ
シ
テ
レ
ビ
取
材
（
き
の
こ
連
合
会
）

11
日　

農
業
青
色
申
告
会
第
３
回
役
員
会
（
愛
別
）

12
日　

貯
金
担
当
女
子
職
員
研
修
会

（
～
13
日　

層
雲
峡
）

13
日　

大
雪
新
そ
ば
ま
つ
り
（
上
川
）

　
　
　

北
海
道
枝
肉
共
進
会
（
十
勝
）

16
日　

農
水
省
視
察
（
大
雪
牧
場
）

　
　
　

購
買
研
究
会
視
察
研
修
（
～
17
日　

三
笠
）

17
日　

緑
肥
現
地
研
修
会
（
～
18
日　

長
沼
）

　
　
　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
取
扱
協
議
会
保
安
講
習
会

（
～
18
日　

旭
川
）

　
　
　

旭
商
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
（
～
19
日
）

18
日　

Ｊ
Ａ
企
画
担
当
部
課
長
交
流
会
（
札
幌
）

19
日　

ア
ル
ー
ダ
感
謝
フ
ェ
ア

・
管
内
中
央
部
Ｊ
Ａ
自
動
車
展
示
会

（
～
20
日　

旭
川
）

第
10
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

23
日　

留
萌
・
上
川
・
宗
谷
Ｊ
Ａ
常
参
会
議
（
旭
川
）

北
海
道
開
発
計
画
調
査
説
明
会
（
旭
川
）

農
業
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
札
幌
）

26
日　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
就
職
促
進
会

（
旭
川
）

28
日　

第
３
回
営
農
経
済
専
門
委
員
会

第
11
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会

30
日　

第
９
回
理
事
会

31
日　

Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
損
害
調
査

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
旭
川
）

10
月

JA上川中央
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